
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

3

２：
０人

１：
０人

３：
９人

Ｄ

2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

2

2

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

Ｄ 2

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標

2

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

9

9

2

Ｃ 7

３：
７人

成果
評価

令和７年度　大田区立矢口中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

気づき、考え、行動できる生徒を育てる（学ぶ人　思いやる人　鍛える人　はばたく人）を教育目標に掲げ、矢中祭や宿泊行事、ボランティア活動等を通して、地域とともに歩む学校を目指し、教育活動に取り組んでいる。
また、令和８年からコミュニティ・スクールとして地域と連携した教育活動を進めていく。

10

学校関係者記入欄

2

STEAM教育について身近でない
ため、地域の方に理解してもらう
工夫が必要である。
教科横断的な学びについて、不
十分であったため、年間計画をた
て取り組む。
・学校公開や行事を通じてSTEAM
教育の明確な提示や取り組みを
わかりやすく紹介する。
・地域との関わりで、より具体性が
必要
・情報活用能力の育成としてタブ
レットを活用した授業を継続する。
・対話型のグループ学習は今後も
多く取り入れていく。（継続）
・問題解決能力の育成について
今後も継続していく。

・道徳や総合の時間の有効活用
を継続していく。
・生徒の実態に合わせて現代社
会の課題を自分事としてとらえる
こと
について、スモールステップで
行っていく。
・教科横断的な学びも意識する。
・それぞれの教科担当が、自国の
文化や伝統に触れる取り組みや
世界に目をむけた課題を取り入
れるよう意識し教材づくりをする。
・効果があった内容については継
続していく。
・校内研究や研究発表などを通し
て、効果があった点はフィードバッ
クしながら、互いに取り入れるよう
にする。

・道徳の学習の進め方は今年度
同様、効果的な学習を継続してい
く。
・英検についても、今年度同様、
継続指導していく。
・保健の教科書では多岐にわたる
内容のため教えきれないため、タ
ブレットや資料をあらかじめ準備
し、効率よく授業展開していく。
・道徳の授業は、答えを導き出す
というより、課題を考えるとうこと
に視点をおく。また、担任以外の
教員の授業も引き続き行っていく
（継続）
・小中一貫で、密な連携をとり、効
果的な接続ができるよう工夫す
る。
・多様化する生徒の実態を正しく
判断し、多くの大人による支援や
見守りが必要である。
・小中一貫研修や、近隣小学校と
生活指導主任をリーダーとして
ルールについてのすり合わせを
年度内に数回行い、それぞれの
学校で周知する。

２：
１人

１：
１人

４：
９人

6

7

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・特別支援学級での取組には工夫が必要だと感じる。
・STEAM教育について取組を行っているのか理解度や
知名度が低かった。
・他者と協働していく力の育成の一つとしてタブレットの
活用が有効であった。
・体育の授業では、運動生理学的な分析や物理的な体
の力の方向（力の伝わる方向）などをいろいろな種目で
生徒に考えさせながら授業を展開してきた。
・授業形態を一斉からグループ学習を多く取り入れてい
るため、生徒同士の学び合いや自己評価、次の課題設
定ができるようになってきていると感じた。
・理科の授業では、答えの出にくい問題について、タブ
レットを積極的に活用した。

 ・外国人講師(ALT)が英語力やコミュニケーション能力
の向上に努めている。
・自分とは異なる文化や価値観を理解するため道徳の
授業や総合的な学習の時間を有効活用することができ
た。
・中学１年においては現代社会の課題を自分事としてと
らえることが難しいことが多々あった。
・外国語教育については、英語科にすべて任せっきりに
なってしまった。
・エネルギー問題を意識して授業展開をした。

・道徳の教科書の内容を中心に、その時期に合わせた
課題で進めることができた。
・道徳の授業では、互いに学びあいの学習を展開でき、
活発な意見交換もできた。
・体育の授業では、個に応じた課題設定を行い、それを
解決するための手段を援助的に指導することができた。
・英語検定では、２次の対策を本校の学習教室で行うこ
とができた。
・体育の授業では、健康や免疫力の向上に向けて、成長
過程でのからだの状況や栄養学的なこと、睡眠や免疫
機能の働きなど、多岐にわたるため、教科書の内容だけ
では、補いきれなかった。
・生徒にわかりやすく、資料提供をするなど、授業の工夫
を意識して行ってきた。
・担任だけではなく、副担任も積極的に道徳の授業を行
うことができた。
・小中一貫した教育が意識できるとよい。
・個に応じた学習支援を充実させたいが、本当に個々に
対応するには人手が不足していると感じる。
・小学校、中学校と共通のルールを設けないと、ギャップ
を埋めることは大変だと感じる。
・SDGsの意味を理解することができた。

４：
７人

３：
８人

２：
１人

１：
１人

４：
６人

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す
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Ｃ
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「取組評価」は、「取組指標」に基づき４段
階で評価する。



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ 1

Ａ 3

１：
０人

Ｄ 1

Ｃ 1

４：
５人

３：
５人

２：
０人

Ａ 3

3

3

2

2

3

３：
６人

15

Ｂ 9

Ｂ

２ ・地域の方と教職員が関わりがも
てるような取り組みや話し合いの
場を積極的に作っていく。

Ｄ 1

Ｃ 6

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

2

2

3

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 23

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

２：
１人

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

１：
１人

４：
７人

２：
０人

３：
０人

３：
７人

Ｃ

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
７人

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

２：
０人

１：
０人

４：
６人

１：
０人

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

2

Ａ 2

・今年度同様、校内美化に努める
（継続）
・生徒の情報共有も継続する。
・生徒の安全、安心を第一に考え
教職員一同チームとなって課題に
取り組む（継続）
・情報モラルについては、家庭とも
連携をしながら継続的に注意喚
起を行っていく。

6

Ｂ 11

・生徒の様子を各授業毎に把握し、情報を共有してい
る。
・教室やトイレ等の清掃をきちんと取り組ませ、校内美化
に努めている。
・避難訓練は、あらゆる状況を想定し実施している。
・体育や学活、総合等でも生徒と対話をしながら授業を
行っている。
・学習環境に気をつけて実践できた。
・命を大切にする教育に取り組むことができた。
・危険なことがあった場合迅速に教職員同士報告、連
絡、相談の徹底ができ、全職員に周知徹底ができた。

・PTAをはじめ、地域懇談会でも学校づくりについて話し
合っている。
・朝の挨拶運動等を実施している。
・放課後補習や漢字検定においても地域と連携して行っ
ている。
・進路学習で職場体験で地域と連携して取り組んだ。
・朝、帰りに指導を行っている。
・情報を発信しているが、学習会や講習会への参加が少
なく、発信する必要性がある。

・地域の特色を考えることが難しい。
・教師一人一人が行っている。
・部活動や補習を積極的に行った。
・仕事量が多く、このアンケートを負担と感じてしまうほど
である。
・時間の確保が難しい感じる。

・地域を知るためにも、学校運営
協議会を通じて積極的なかかわり
を意識し、開かれた学校づくりを
行っていく。
・地域と学校が情報共有をするよ
う意識していく。
・小学校、中学校、さらには幼稚
園や保育園との交流の機会を
作っていく。
・小中９年間においても連続した
教育を行うには、共通のルールに
ついて話し合う場の設定が必須で
ある。

・毎週「いじめ不登校対策委員会」を行い、各学年の状
況や生徒個人の様子など組織的に行っている。・
・個人の様子など組織的に行っている。
・連携を密に行っている。
・個別に相談を行っている
・全体で共有することができている。
・あまり情報共有をすることができなかった。
・教職員に時間と心の余裕があればこの取り組みも可能
であると考える。
・部活動や、学年や、学校において、どの役割があるか
で生徒に向かう時間に差がでてしまうのではないか。
・生徒の実態に応じて、関係機関につなげ、有効活用す
ることができた。

・引き続き校内特別委員会の運営
を継続し、報告されたことを全教
員に周知徹底をしていく。（継続）
・対策委員出席者から直接話をき
いたり、学年会等で情報共有を意
識する。また、記録にも目を通す
ことを意識する。
・関係機関との連携を今年度同様
に密にし、専門的知識を支援して
もらう。（継続）

Ｂ

Ｄ

Ｃ

11

0

7

7

0

5

5

0

7

6

1

1

0

6

0

0

0


